
WG14「感察工学研究会」第5回研究会開催報告 

主査 石井明（文責） 
日時：2011年5月13日（金）10:30～13:30 
場所：東京電機大学工学部7 号館1 階7101 教室 
出席：9名（委員7名，学生1名，ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 1名） 
内容 
１．研究活動領域の整理 

(1)「思考を伴わない視覚作業に関する研究」 石井

委員より，熟練検査員の検査動作の詳細な解析から

周辺視・瞬間視中心の視覚作業は思考をほとんど伴

わないとの指摘があり，様々な熟練した視覚作業の

本質と課題が右図のように整理されるとのこと。 
(2)「発見・精査は機械化可能か？」 舟橋委員より，

熟練作業員の動作・視線・知識を基に外観検査工程

の機械化の可能性についての報告があり，動作・視

線はまねることができるが，潜在的な技能を含めた

知識をいかに獲得すべきかが問題であるとのこと。 
(3)「身体動作計測システム」 中島委員より，作業

時の快・不快，集中・リラックス，覚醒状態などを

非接触で検出するための身体動作計測システムを

構築中とのこと。そのシステムでは人の動作や眼の

動きを単にカメラで捉えるだけでなく，多数の加        図 研究活動領域の整理の一例 
速度センサーを使って全身の動きをとらえたいとのこと。次回の研究会で紹介。 
(4)「複数連続画像を用いた画像処理」 有友委員より，はんだ等の検査部を様々な方向から連続的に観察すると，

異常箇所が容易に検出できるのではないかとの提案。 
 
２．研究発表 

「目視検査作業の最適化」小高亮・石井明（香川大学） 
 香川県内8社の目視検査工程における検査員の動作解析より，検査員が製品の良/不良のみを行っている現場は

少なく，検査員が製造機の調整や被検査品の梱包等を同時に行う多能工的な現場が多いことを指摘した。そして，

検査工程を目視作業と付随作業に分けて，目視検査工程を目視作業が中心となる現場と付随作業が中心となる現

場に分け，前者に対する周辺視目視検査法の導入の効果についての説明が行われた。 
 
３．次回以降の取組み 

第6回研究会 7月15日（金）10:30～13:30 
・握りやすく疲れないスポーツ手袋の評価 
・左右別設計ソックスRXL Socks のコンセプトとこだわり 
・周辺視目視検査法の導入過程の評価 
・周辺視目視検査の動向 

第7回研究会 9月16日（金）10:30～13:30 
 

WG14に参加される方はWG14委員に御連絡下さい。 
感察工学研究会ホームページ：http://www.eng.kagawa-u.ac.jp/~ishii/kansatsu/ 

Research for Visual Work without Thought 

ゴルフ手袋の把持評価 プレス部品の外観目視検査 PC業務中の瞬目測定

生産活動の支援余暇活動の支援 日常生活の支援

生体信号解析
1)脳活動
脳血流，fMRI，VBM

2)ｽﾄﾚｽﾏｰｶｰ
心拍・脈拍，血圧，
呼吸，発汗，唾液
瞬目

自律神経系
（交感神経,副交感神経）

目視検査の改善
（周辺視，瞬間視の活用）

スキル獲得
用具の改善

作業の安定性
（不要な知覚信号のブロック）

生活習慣の改善
（近見・VDT作業）

緊張からリラックスへ
（均衡がとれた姿勢と繰返し動作）

随意神経系（運動神経）
動作の最適化

眼疲労の低減と回復効率的な学習 エイジングフリー

作業分析・動作解析

教育・研修

・試合でのあがりの防止
・緊張とりラックスの制御

・ﾄﾞﾗｲｱｲ予防
・良判定の安定化

・ﾄﾞﾗｲｱｲ/眼瞼下垂症の予防
・遠見視力の向上

神経系 活動

瞬目・眼球運動
・知覚信号検出
・緊張状態検出

・緊張，想起状態
・中心視による凝視状態
・リズミカルな作業状態
・・・・

動作リズム
・認知/判断検出

・思考状態検出

思考を伴わない視覚作業に関する研究


